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1 ）例 え ば ，Hellriegel,D./Slocum,J.W.Fr.,OrganizationalBehavior,WestPublishingCo ・，1979,pp.430-457;Luthans,F.,OrganizationalBehavior,McGraw
－Hill,1981,pp.206 －232（これについ て意図





）Hellriegel/Slocum,op.cit.,p.436. これについて 工BM 社における例が示されるとする。Walker,C.R 。TheProlemoftheRepetitiveJob,HBR,May
づune,1950,pp.54 －585
）パ ーツパ ークについ ては 次 の2 点 が あげ ら れ る。Herzberg,F./Mausner ，B./Snyderman,B.B 。TheMotivationtoWork,WileyandSons,1959.
およびHerzberg,F.,TheWiseOldTurk,HBR,Sep トOct. ，




技 能 の多 様 性
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（a) 下位レベルのマネジャーの抵抗，例えば担当のマネジャ―は統制や計画のための影 響力を失 うこ と
が自覚される，（b）真の変更がないこと，例えばリップサ ービスに終ること，（c）個人の差異，人によって
ジョブエソリッチメソトにたいして好意的反応をしたり，しなかったりする，達成ニーズや社会的ニーズ
の強弱は人によって異なる，（d）テ クノロジー的拘東，例えばある生産工程においては:x,ン リッチ メソト
のために ラインを無 くすることはかえって生産コストを増加させる，（e）組織的風土， これは組織におけ
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る， 信 頼 ， コ ミ ュニ ケ ー シ3 ン， 支 援 な ど の 程 度 の こ と で あ る。 風 土 が 好 意 的 か ど うか に よ っ て 異 な る成
果 が 出 る ， さ ら に 良 い 風 土 は エ ソ リ ッ チ メ ン トを 促 進 し さ え も す る。13
）Moberg,op,cit 。p.26.14
）Meek,V.L 。OrganizationalCulture ト（⊃riginsandWeaknesses,in:OrganizationStudies,9/4,1988,pp.453-473.
こ こ で はp.463.15
） 最 初 の 考 え 方 は ， 例 え ばSchwartz/Davis. （1981 ）,Deal/Kennedy （1982 ）で あ る とい う 。 後 者 は ，Smircich
（1983),Weick （1979 ）で あ る と す る 。 文 化 の よ り 本 質 的 な 組 織 的 理 解 は ，Gregory,K.L.,NativeViewParadigms:MultipleCulturesandCultureConflictsinOrganizations,ASQ,28,1983,pp.359
－377.16
）Morgan は ， 例 え ばSapir,E,Symbolism,EncyclopediaoftheSocialScience,1934,pp.492 －495. を 引 用 す
る 。 我 々 は こ れ と 共 に 例 え ば 次 の も の を 引 用 す る。「文 化 も し く は 文 明 は 広 義 で の民 族 学 的 意 味 で は こ う
い うこ と で あ る。 つ ま り 社 会 の1 員 と し て の 人 間 に よっ て 獲 得 さ れ た ， 知 識 ， 信 念 ， 芸 術 ， 法 律 ， 慣 習 ，
お よ び 他 の あ ら ゆ る能 力 並 び に 習 慣 を 含 む 全 体 的 な 複 合 」，Seymour －Smith,C,MacmillanDictionaryofAnthropology,1986,p.65.
お よ び ，「自 然 は 人 間 に は 生 ま れ っ きあ る も の で あ り， 人 間 の 外 力 に 人 間 が 何 も
し な い で も 存 在 す る も の を 示 す の で あ る が ， 文 化 は ， 人 間 の 意 識 的 お よび 自 由 な 介 入 の た め に 生 成 す る あ
ら ゆ る も の を 含 む 。 し か し 自 然 と文 化 は 根 源 と 目 的 を 結 び つ け る 。 と い う の は 人 間 の 文 化 形 成 能 力 は 成 程
よ り大 き く形 成 さ れ る が ， 根 源 的 に は 自 然 の 中 に 根 を 置 い て い る か ら で あ る。 つ ま り 人 間 に は そ の力 は 生
ま れ つ き あ る と い う こ と で あ る。 同 じ よ う に 文 化 は の 本来 的 目的 を 人 間 の 自然 の 完 成 並 び に 改 良 の 中 に 見
出 す 。 文 化 形 成 行 動 の 方 向 と 程 度 は 本 質 的 に は 自 然 に よ っ て 決 定 さ れ て い る。 人 間 の 本 質 に 反 す る文 化 展
開 は 正 し く な く て ， 見 せ か け の 文 化 で あ る 」 と い う 説 は 次 の 中 に あ る 。Brugger,W. バhrsg. ）PhilosophischesWorterbuch,Herder,1976,S.207.17
）シ ン ボル の 説 明 の 例 と し て 次 の も の を あ げ る 。「記 号 ，他 の 何 も の か を 象 徴 す る も の を ひ と ま と め に し た も
の， 社 会 学 的 に は ， 文 化 の 範 囲 に お い て 一 定 の 意 味 ， 意 味 関 係 ， 意義 ， 価 値 な ど に た い し て そ の 代 り と な
る 記 号 と し て 作 用 す る， あ ら ゆ る 知 覚 的 単 位 の こ と。 シ ン ボ ル は 社 会 的 関 係 に お い て 情 報 を 与 え る 作 用 を
し ， 不 確 実 性 を 吸 収 し ， 予 見 的 知 識 を 媒 介 し ， 行 為 を 喚 起 す る 働 きを す る。 シ ン ボ ル 体 系 と は 社 会 的 相 互
作 用 の シ ス テ ム の た め の文 化 的 前 提 で あ る］ と 。Hartfiel ，G 。WorterbuchderSoziologie,Kroner,1976 ，S.654.18
）Moberg,op.cit.,p.26. こ れ に つ い て ，Peters の 引 用 が あ る が 我 々は 参 照 し て い な い 。19
）Dierkes,M./von.Rosenstiel,L ソStager,U- （hrsg. ）,UnternehmenskulturinTheorieundPraxis,Campus,!993,S.17.20
） も ち ろ ん シ ン ボ ル を ， 本 質 的 内 容 を 超 え た 意 味 を 示 す と こ ろ の 物 質 的 対 象 物 と す る こ と も あ る 。Greenberg,J
。ManagingBehaviorinOrganizations,Prentice －Hall,1996,pp.133 －134. さ ら に ， 組 織 文
化 を 示 す 様 々な も の の な か の1 つ とし て ， 神 話 と シ ン ボル と が ひ と ま と め に さ れ る こ と も あ る 。 そ の 場 合
シ ン ボ ル は 組 織 的 意 味 が そ れ に 付 随 す る 対 象 物 と さ れ る 。Tosi,H./Rizzo,J.R ソCarroll,S.J 。ManagingOrgnizationalBehavior,Blackwell
，1994,pp.82 －83. 一 般 的 に は 組 織 論 で 上 記 の よ うに シ ン ボル の 語 を 使
う こ と が 多 い が ， こ こ で は 我 々 は 別 の 使 い 方 を す る。21
）Wever,U.A 。UnternehmenskulturinderPra χis,Campus,1989,S.62, こ こ で も シ ン ボ ル は 文 化 の重 要 な構
成 要 素 の1 つ と し て 扱 わ れ る 。 つ ま り ， シ ン ボ ル ， 伝 説 ， 祭 祀 ， 英 雄 の な か に 入 っ て い る 。22
）Moberg,op.cit.,pp.26 －28.に お い て ジ ョ ブ エ ン リ ッ チ メ ン ト と 言 葉 に つ い て 語 ら れ る が ， そ の 内 容 を 以 下
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において使用する。23)
例えば，犬 塚高信／中島文雄『新英語学辞典』 研究社，1987 年においては，日本語表記として言語はあ
るが，言葉は見出し語としてはない。さらに，下宮忠雄他編『言語学小辞』 同学社，1985 年においても
同様である。上記研究社版においてlanguage が言語にあたる。そこでは「任意に 造ら れた記号 の体系に
よって，観念，情緒，または欲望を伝達するための，純粋に人間的で，非本能的な方法である。これらの
記号は，まず第一に，聴覚的，いわゆる音声器官に よって発せられるであろ う」としてI るヽ。これは古典
的で，一般的定義であるという。我々の注目する点は，記号としているのはシンボルと原文にあることで




）J. グn ーンパーク『人類言語学入門』（安藤訳），大修館，1979 年，3-18 頁。27
）デル・しヽイムズ 『ことぼの民族誌』（唐須訳），紀伊国屋書店，1979 年，16 頁。28
）例えば，Harris,M 。Culture,People,Nature,Harper&Row,1988,pp.137 －157.29
）Schultz,M.,OnStudyingOrganizationalCultures,WalterdeGruyter,1995,pp.76 －77.30





方並びに行動様式につい ても皮肉が用 いら れる,Prechtl,P.P ソBurkard ，F.-P..MetzlerPhilosoohieLexikon,J.B.Metzler,1996,S.593
。(1998
年1 月8 日受 理）
